
多
類
赤
徽
病
菌
の
子
嚢
形
成
に
就
い
て

. 

目

究

コ
緒

寸
赤
徹
病
菌
系
統
と
英
子
轟
形
成
と
の
関
係

言

一
一
一
、
祭
養
と
子
援
形
成
と
の
関
係

四
.
換
気
と
子
嚢
形
成
と
の
関
係

五
‘
光
線
と
子
轟
形
成
主
の
関
係

で
緒

雷

農

感

博

士

西

門

幸義

農

事

平

治

田

士
，

農

木

古力

村

撃

士

六
・
季
節
と
子
獲
形
成
と
の
関
係

七
、
温
度
と
子
裏
形
成
と
の
闘
係

火
、
子
E
E
制
限
形
成
時
期
抽
出
に
手
妻
胞
平
飛
散
に
闘
す
る
野
外
続
出
用

九
・
摘

一O
、
引

要

用

文

猷

小
委
赤
徽
病
菌

s
s
s・-hha
-hwasha色
町
内
宮

C
2・}
ω
p
g
-
の
子
嚢
殻
は
野
外
の
圃
場
腕
・
援
に
よ
れ
ば
春
季
小
委
の
出
掛
成
熟
の
時
季
に

は
、
圃
場
に
堆
積
又
は
放
置
せ
る
稲
叉
は
葬
秤
の
鷹
放
せ
る
物
に
多
数
に
形
成
さ
る
L
も
の
た
り
。
此
等
子
嚢
殻
よ
り
放
散
せ
ら
る
L
子
聾

姿
類
赤
徹
病
菌
の
子
獲
形
成
に
就
い
て

胞
子
は
小
委
穂
に
於
け
る
赤
徹
病
費
生
の
源
と
た
る
も
の
ゑ
h
v
。
放
に
之
が
形
成
の
僚
件
、
胞
子
の
成
熟
飛
散
等
に
就
き
て
調
議
す
る
事
は

四
一
五



蝿
賓
類
赤
徹
病
薗
の
子
園
震
形
成
に
晴
嵐
い
て

問
J

方

赤
也
憶
病
の
一
次
費
生
防
止
上
極
め
て
意
義
あ
る
事
項
滋
り
。

本
酋
の
子
嚢
殻
形
成
に
就
き
て
〉

2
2
5え
冨
MN3
民
は
共
縄
樟
培
養
に
或
る
極
の
細
菌
O
混
入
す
る
事
が
共
子
聾
殻
形
成
の
し
士
民
刺

戟
作
用
を
有
す
る
と
報
脅
ぜ

9
0

出
国
富
岡
崎
吋

2
S
H
)
氏
は
子
箪
形
成
の
第
一
の
保
件
は
温
度
た
り
と
し
平
均
査
問
調
度
の
一
一
一
!二
二

度
以
上
な
る
を
要
す
る
と
な
ぜ

り
。
第
二
の
傑
件
は
漁
集
た
り
と
し
て
時
々
は
飽
和
漁
度
と
訟
る
事
を
要
す
る
と
報
告
せ
り
。
欧
亜
の
露
凶
亜
に
子
嚢
設
が
見
出
さ
れ
、
英

固
に
て
普
通
野
外
に
見
出
さ
れ
ざ
る
は
特
別
の
年
の
外
に
野
外
の
日
陰
の
温
度
が
此
賭
に
達
せ
ざ
る
鴛
た
り
と
せ
り
。
之
を
要
す
る
に
赤
徹

病
菌
は
充
分
注
る
操
度
及
靖
営
危
る
温
度
の
下
に
於
て
除
各
種
の
人
エ
培
養
基
上
に
子
嚢
殻
を
形
成
す
と
報
告
せ
り
。
更
に
氏
(
句

E
Z
2

忌
ωω)
は
英
圃
の
野
外
に
於
け
る
赤
徹
病
菌
子
震
設
の
形
成
に
就
き
て
翻
・
崇
し
、

一
九
二
九
年
に
は
人
工
接
種
せ
し
小
委
に
も
共
形
成
佐
見

ざ
り
し
が
一
九
三
二
年
に
は
自
然
に
子
嚢
殻
の
形
成
を
見
た
り
。
共
廟
年
の
夏
季
に
於
け
る
降
水
量
に
は
義
殆
ん
ど
た
く
而
も
共
分
布
も
大

差
た
か
り
し
か
ぱ
形
成
の
如
何
は
隔
年
の
夏
期
間
七

l
九
月
の
温
度
の
業
に
腸
す
べ
し
と
な
せ
り
。

本
著
者
は
数
年
来
農
林
省
委
託
試
験
と
し
て
〈
酉
門
、
一
4
3両

12一
八
)
小
委
赤
徹
病
防
除
の
研
究
に
従
事
し
議
病
菌
の
子
嚢
形
成
に
就
き
て

研
究
せ
り
。
共
結
果
の
概
要
を
蕊
に
報
告
せ
ん
と
欲
す
。

本
研
究
は
農
林
省
の
委
託
研
究
の
一
部
に
し
て
共
遂
行
に
営
り
で
は
森
農
産
課
長
、
間
部
前
課
長
、
竹
内
技
師
、
ト
賊
噴
託
め
諸
氏
に
負

ふ
底
あ
り
。
貰
験
中
松
本
弘
義
、
及
山
内
巳
酉
氏
の
助
力
を
得
た
り
。
龍
し
て
謝
意
を
表
す
。
又
本
邦
各
地
方
よ
り
の
供
試
材
料
を
寄
宿
せ

ら
れ
た
る
第
二
項
第
一
表
に
掲
げ
た
る
各
位
に
謝
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
。



. __ 

一、-
貰

験

の

方

法

三
、
赤
穂
病
菌
系
統
£
其
子
嚢
形
成
主
の
関
係

赤
徹
病
菌
は
共
系
統
に
よ
り
て
共
病
原
性
に
分
化
あ
り
て
共
強
調
に
大
義
必
る
事
は
師
に
報
告
し
た
る
虎
友
り
(
西
門
等
一
九
一
面
、
五
-
玄
v
e

而
し
て
病
原
性
の
み
友
ら
守
各
種
の
性
質
に
も
分
化
あ
り
て
共
子
嚢
形
成
の
動
に
於
て
も
種
k

の
差
あ
る
物
・
な
り
。
著
者
は
首
題
の
賢
験
途

行
に
営
努
て
は
強
備
試
駒
唱
と
し
て
系
統
と
子
嚢
殻
形
成
の
有
無
及
多
少
に
就
き
て
貰
験
せ
り
。

小
委
赤
徹
病
菌
の
子
嚢
形
成
と
環
境
際
件
と
の
剛
係
は
本
報
文
に
於
て
も
後
に
詳
述
す
る
底
友
れ
ど
も
、
試
験
管
培
養
其
健
に
て
は
子
嚢

形
成
傾
る
不
良
注
る
も
の
怠
れ
ば
・
本
設
備
試
験
忙
於
て
は
失
の
方
法
を
摂
・
問
せ
り
。

稲
梓
を
長
さ
約
六
糖
に
切
。
之
を
一
日
1
1
三
本
宛
試
験
管
に
容
れ
之
に
井
水
を
加
へ
て
楢
藁
冶
潤
ふ
と
共
仁
試
駒
管
の
底
部
コ
腕
内
外
の

深
さ
に
謹
せ
し
め
綿
密
し
高
睡
殺
菌
を
施
し
た
ゐ
培
養
基
を
供
則
せ
り
。
斯
く
し
て
調
製
せ
る
蒸
稲
藁
切
片
培
養
基
に
相
馬
鹿
苗
病
菌
の
供

試
各
系
統
を
ハ
試
験
管
二
本
宛
v
轍
付
け
た
り
。
斯
く
て
捕
氏
二
七
度
に
約
二
週
間
培
養
し
菌
叢
が
培
養
基
稲
梓
の
殆
ん
ど
全
面
を
被
ふ
に
至

ら
ば
之
b
Z
官
間
さ
一

O
糎
直
径
方

l
七
鯛
の
硝
子
コ
ッ
プ
に
取
り
出
し
日
本
紙
を
以
て
蓋
を
た
し
明
る
き
接
種
用
硝
子
室
内
の
日
光
の
直
射
せ

ざ
る
場
所
に
保
ち
入
月
の
室
温
の
下
に
子
嚢
の
形
成
?
試
験
せ
り
。
第
一
回
貰
験
に
て
は
培
養
梢
藁
を
コ
ッ
プ
に
移
し
て
二
週
間
及
四
週
間

後
に
子
嚢
殻
の
形
成
の
多
少
、
及
子
嚢
成
熟
の
如
何
を
調
森
せ
り
。
其
結
某
は
第
一
表
に
掲
ぐ
る
が
如
じ
・

第
一
表
に
掲
げ
た
る
第
一
貫
験
の
結
果
よ
り
子
嚢
殻
の
形
成
の
多
少
を
基
準
と
し
集
中
薗
線
影
成
紙
踏
を
も
考
慮
し
て
供
試
菌
系
統
を

ご
〉
共
子
嚢
殻
形
成
皆
無
な
る
系
統
、
巴
一
〉
其
組
が
た
る
も
の
バ
一
一
一
V

沙
き
も
の
バ
凶
)
柑
多
凌
も
の
及
(
五
)
多
き
も
の
の
五
額
に
類
削
せ
り
。

車
置
闘
訓
赤
信
病
菌
の
子
嚢
形
成
に
普
い
て

回
目
七



第一表小委赤徹病菌の系統と共子嚢殻形成との関係

賞 験第一昭和8年S周幻日槌付 7~13日貨厳開始 2週間後及4遼院後調査

賞駿第二 11 7刃12日 H 7~26日 " " 11 
習是

寅駿第三昭和10年10月1日植付 1Q月19日 11 11刃5日調査
額赤

徹病蘭
系統

寄主、採集の年 、場 所及 人 制 Ii醐 Elm 
番蛾 2遡4遡 2週 4遡守成彦王熟子

の

子嚢形
523 d、重喜 昭七 倉敷・吉岡著者 +ー 成
40 " H 倉敷・白禦市 " +++ 

就
41 " " " 11 +m L、

.亡

42 " " 
11 H + + 

43 " 11 

" 11 ++ 
44 " " 11 " 一一 1+ー

45 " " " 11 一土

47 " " 倉敷・西中新田 H 

48 " " 倉敷・笹神 " + + I +ー

49 11 " " " 土+

5印 " " " " 
51 " " " " 土土+ー

52 " " 倉敷・大田山 " 一土

回 " 軒 倉敷・新国 " ー土 1+ー

54 " 11 " " 土土

55 " " 倉敷・般倉 H 

56 " " 倉敷・昭和町 11 ー+

ffI " H 倉敷・高欝 " 
58 " H 倉敷・讃茶屋 11 土 土 +++ 
59 d、愛

" 岡山・都宮 " +++ ++++ 
お4 " 農林一般 " 鳥取箆試人見隆 +ー

65 " 農林二撹 " " " 一 +

66 11 農林四競 " " 開 ー+



姿
類
赤
徹
病
菌
の
子
護
形
成
に
敏
い
て

賞厳 E

番続
寄主、採集の平、場所及人

2遡4週 2遁4週 形成 成熟

6fJ1 小委江島一聖書 昭 七鳥取農試人見隆 ++ ー-

68 " 埼玉一八撹 " " " 一土 +一

昭八鹿児島高度内藤喬778 " 織内 + ttt ++ ++++ 
79 " 江烏締カ " " " 土lffI +ttt 納付

780 " 新中長 " 酔 " ま ttt +ttt 材料

81 " 魁 " " " 土 ttt +ttt 一一

82 " 伊賀筑後 " " " + ttt +++ 制++

83 大饗魁傑 割

" " ++掛 一++ +一

84 小委赤瀞カ " ".‘ " + ttt + + ++++ 
85 大姿 竹下 " " " + lffI ++ 一一

部 " 島原 " " ." + lffI ++ +++ 
87 " 鍍折 " " " + ++ 土土 件++

s8 " 膝7¥ " " " + ttt ++ ttt++ 
89 " 紅梅 " " " + ttt ++ ーー

釦
" 小珍子 " " " + fIII ++ 

832 d嘩伊賀筑脅オレヨ・昭八佐賀蹴前回浅三 ーー

33 H y，x(畿fb諸3年般)" " ff ++ ++ 11 

ーも36 大饗 昭八茨城・板橋黒津英一 + ttt ++ 一ー

37 稗 ff " " + ttt ++ +++ 
38 ス、~

" " " + ttt ++ 一ー

泊 玉濁黍 " " " + + ++ 
40 大姿 " " " 土+ ++ ++件

郎3 小委 " " ff + fIII +++ 一一

54 " " 岡山・吉備 著者 + ++ ++ 一一

日 " H 倉敷・白築市 ff + ttt +++ ttt++ 
日 線運号 早生繰 w 佐賀農試前回浅三 +柵 ++ ttt++ 
57 大型寄ゴF ルデンメロY " 

" H + "骨 ++ 幽- _ 11 

国 小 委 西 海 " " " + fIII ++ ー一

四
一
九



系統

番続
寄主、採集の年、場所及入

2週4週2週4週医薬
859 小委農林五税 昭i¥佐賀農試前田浅さ + 柵 +-1" 一一

筋。 " 江島脚力 曹 " 11 十柵 +++ ー・・ 苛ー.

61 線基寄 御厨J! " " " +州 ++ 一ー

匂 " 際入 H " " + +If +++ 一一

自 " 
司ピν W " 11 +1掛 + .l州 榊++

64 " ョピンカ~ギ " " " + 柵 ++ +一

前 小委鴻巣25駿 H 九州試験地深野弘 + +H +++ ++++ 
槌 " 1f 26続 11 

" 
B + +t +榊 i榊++

51 " 伊賀筑後 " H " + +If + + 一一

回 " デサ B " " +州 ++ 一一

国 " 江島神力 11 " 
B + + + -

870 小委 R 愛知農試鍬塚喜久治 土 州 +++ 一一

71 大基署 " " " +州 +榊 +一

72 小委西海 w 大分農献金野敬三 土Ill+ ++ +ー

73 " 自坊主 " 
開

" + 禍 ++ +一
、

74 " 赤坊主 開

" " +棚t ++ 榊++

75 " 伊賀筑後 " " " 土++ ... + ++++ 
76 ". 機内 .ー " " + +t +榊 榊朴

77 大愛辰徳 " " " + +t +榊 榊朴

字8 " 坊主餐 " " " +州 +++. +一

79 " 改良犬分 " " " 榊++

8回 楳安大分牒入 11 " " ::1:: +t i +榊 +ー

-81 " 
:2.l:t >' 

" " " 土 ++ ++ +一

82 " 大分事ヂ 曹

" " 士側 +柵 榊++

8.'3 議E置 " 岡山・鬼島 著者 一 + +++ +】

84 大事基 開 宮崎直農 日野巌 土掛 +++ 榊++

部
" 無高小角 " 施弁慶試訟浦義 .....ー- +土 一一

86 小委東北 11 ".‘ " +州 ++ 件++

類
赤
徹
鰐
菌
の
子
園
聾
形
成
に
歳
い
℃

四
こ
Q



富
町
類
赤
徹
病
菌
の
子
髪
形
成
に
蹴
い
て

系統
寄主、採集の等、場所及人 i主!:抽可叩

番続 2遡4遁|富豪
887 大量事 白プ担プ 昭八繍本農音量木庭康J% ::t .....・ +++ :H+ ++ 
88 小 委 新 中 長 11 " 軒 土州 +: + --
B9 楳jf 島原 " H ‘輔 ::t !1ft +半 +司

回 小委熊本 " " " ::t H+ +H +.;.". 
91 11 早1:d、. 11 11 << ::t H +H・HH 
回 11 江島市申カ " H 碑 ::t H ++ -圃- "聞.

93 " 崎玉小委 師 " '1/ + +++ + + H千+
94 " '11 岐阜・稲葉樋浦誠 ::t H+ +H+ HH 
95 楳豪大分ネヂ 4 大分農猷金野磁ヨ 土!1ft ++ +ー

96 小委 大分伊賀筑後 " "'， H 土++ +H 一ー

97 
" 思木曾 N 烏根・簸M横木嵐隠 ::t !1ft +++ -.... 

99 稼Z毎 U 徳島・飯野青柳軍司雄 一ーー 一土 一一
句。 小委徳島筑摩 H 徳島農昔式 叫， +柵 F 土 +H 
01 稼委 君主好 H " " + lIfI 土+ 一一
也

" 播膚 "愛媛農試'三橋入~郎 +掛 +H + ー
回 小委濠介i " If ‘瞳 + ** + + + .... 
04 " H 鳥取・岩美上村穣 土+t +H 件付

05 " H 怠取・岩美卒塚直秀 土 H +H+ +ー

06 
" H 鳥取・岩見上村議 +骨1+ + + +ー

wゐ

" 畠田 H 鳥取農試 " +州 ++ 時. -

08 " 新中長 " " " +州 +lIfI ttH 
09 

" 早生小委 " " " +村 ++ 一一
910 " 新田早1: " " " +州 土土 +ー
11 ー， 坊珍 " " " +州 +側 一一

12 大凄奈良改良 " " " + fII十 +++ 一一

13 
" 三保 " " " +柵 一土 +ー

14 
" A型早大. 11 " " + 十時十 + .. ・ ++仲

15 " 山口楳 " " " + H+ +也 tl+H 

回



委
類
示
徹
一
病
菌
の
子
園
聾
形
成
に
就
い
て

系統
容主、採集の年、場所及人 |醐 I 1 醐 ~I 貧血 E

番貌 2週4週2週4週富豪

916 大 姿新珍子 昭入 A取上村誠 付+ +++ ー-

17 " 江島脚力 " 奈良 ++ +ー

18 小委農林競 " 富山岩山新三 +ttt +ー

19 " 山口 岡田太蔵 +州 一一

920 " " 大分・漣見出回新 +柵t 一ー

21 " 関東 " 鳥取人見隆 + + :一一

22 " 農林一蹴 " " " +制+ +++ 
23 " 伊賀筑後xチャボ H " " +土 +ー

24 " 東海 " " " +++ +一

25 " 関東 " " " ++ ttt++ 
26 " 中幽12続 間

" " +ttt +ー

27 " 東北 帽 " " +ttt 十++

28 " 中岡9按 " " " ++ ーー

934 " 農林6撹 " " " + + ++++ 
35 " 側東9撹 " " " + 骨骨 榊++

36 大委 " 朝鮮野瀬直毅 ++ ++++ 
37 小委月ノ島 H 西鮮支揚 zpm~長吉 ++ 一一

四
二
二

共
結
果
は
第
二
衰
の
如
〈
に
し
て
、

〈
一
)
子
嚢
殻
形
成
省
無
三
系
統
、
〈
ニ
)
形

成
極
少
三
系
統
、
合
一
)
形
成
少
一
同
系
統

〈
凹
)
形
成
梢
多
二
六
系
統
に
し
て
、
〈
五
〉

形
成
多
き
物
は
三
五
系
統
に
及
べ
り
。

共
い
で
貰
験
せ
し
第
二
回
貰
臥
臓
の
結
果

は
第
一
表
第
凶
列
に
掲
げ
た
り
。
其
結
果

は
二
週
間
後
及
び
四
週
間
共
共
子
嚢
殻
の

形
成
一
般
に
第
一
回
賞
験
よ
り
も
不
良
な

り
き
。更

に
昭
和
十
年
十
月
一
日
植
品
川
十
月
十

九
日
之
を
コ
ッ
プ
に
取
出
し
十
一
月
五
日

に
至
り
て
子
嚢
殻
形
成
の
多
少
、
共
子
賓

設
の
熟
否
を
調
益
せ
り
。
共
結
果
は
第
一

表
第
凶
列
に
掲
げ
た
る
が
如
く
に
し
て
第

一
回
質
験
の
結
果
と
は
符
合
せ
ざ
る
掛
も



小委事赤骨量病菌の系統と共子嚢殻成形との闘係第二表

第一回貨験結果の摘要

知成|皆無|砂| 少 構少多 多少
軍中薗 締形成

多t+ 
符統 一+ +H 柵

885 839 787 891 778 E65 779 864 由。

898 白0 854 892 7印 867 783 8田 ω1
所

785 870 902 899 回3 866 8田 初1&71 

蕗 875 904 782 873 786 872 906 

876 905 784 879 7鈎 874ω7
薗

877 田9 8回 878 908 788 8釦

系 887 916 789 881 8日 882 910 

836 田4 857 886 911 
統

¥. 

837 8田 8回 888 912 

番 8回 843 859 889 913 

855 894 間o895 914 
撹

861 903 863 697 

862 915 

3 3 14 26 35 

風
間
類
赤
徹
病
菌
の
子
嚢
形
成
に
蹴
い
ザ
』

3撃め爾藁培.基に培養しおきたる物を昭和8年7)313日ヨヲプに取り出し檎

子妻に保ちて形周せる子裏殻の多少を同年8)38日検査したる結果なり。

備考

少
な
か
ら
ざ
れ
ど
、
之
は
主
と
し
て

二
ヶ
年
聞
の
培
養
糟
糟
中
に
子
嚢
殻

形
成
の
性
質
を
硬
失
せ
る
も
の
あ
る

が
需
な
る
が
如
し
。

之
を
要
す
る
に
小
委
赤
徹
病
菌
の

子
嚢
殻
形
成
力
は
共
系
統
に
よ
り
て

大
差
あ
る
も
の
に
し
て
叉
形
成
強
力

-
な
る
系
統
も
長
期
間
に
亘
る
培
養
の

糟
績
に
よ
り
て
共
形
成
力
の
減
退
を

来
す
も
の
の
如
し
。

三
、
鑓
養
ま
子
嚢
形
成

ま
の
関
係

一
般
に
菌
瀬
界
に
於
け
る
子
賞
開

形
成
特
に
子
嚢
菌
額
の
子
嚢
形
成
は

其
栄
養
欣
態
に
至
大
の
闘
係
を
有
す

四
二
三



車
町
煩
赤
徹
病
薗
田
の
子
園
居
形
成
に
続
い
て

る
事
は
久
し
き
以
前
よ
り
蝉
母
菌
類
ど
品
川
め
多
く
の
菌
類
に
就
き
で
説
明
さ
れ

た
る
嵐
な
り
。
撚
れ
ば
著
者
は
小
妻
赤
鋤
病
菌
の
子
嚢
頚
形
成
に
就
き
て
此
瓢

健
闘
し
て
少
し
く
賓
臓
を
試
み
た
り
。

本
菌
は
前
に
記
し
た
る
が
如
〈
之
乞
稲
葉
切
片
に
培
養
し
長
形
の
ビ
ー
カ
ー

叉
は
コ
ッ
プ
に
移
し
其
下
底
に
少
量
の
水
を
加
へ
日
本
紙
の
如
き
に
て
査
を
た

し
沿
け
ば
子
嚢
殻
の
形
成
良
好
な
る
も
の
も
仏
り
。
叉
切
骨
』
空
間
・
2
-
2
g
o
v
氏
は

本
菌
を
蒸
小
委
粒
の
一
時
養
基
院
培
養
し
て
菌
綜
の
充
分
生
育
せ
る
も
の
を
ベ
ト

明
皿
舵
取
り
出
し
遁
温
に
保
て
ば
形
成
す
る
ξ
報
告
せ
り
。
然
れ
ど
も
著
者
の

資
験
に
於
て
は
栢
藁
よ
り
も
組
織
の
簡
単
な
ら
ん
事
を
期
し
稲
葉
の
代
り
に
描

艇
・
包
使
用
せ
り
。
即
ち
径
約
五
粍
長
さ
七

0
1八
O
粍
の
精
子
総
自
に
，
漉
紙
を
巻

き
付
け
之
を
試
験
管
に
容
れ
乾
熱
消
毒
B

ヤ
之
に
輯
藁
煎
汁
〈
井
戸
水
一

ccc

蝿
に
乾
燥
稲
葉
一

O
O瓦
を
加
へ
煮
沸
し
踊
過
せ
る
煎
汁
)
を
加
へ
高
座
殺
菌

せ
る
初
主
培
養
基
と
せ
り
・
斯
く
し
て
準
備
せ
る
崎
養
基
に
赤
縦
病
菌
を
植
付
け

揖
氏
三

G
度
に
て
一
。
日
間
培
養
の
後
昭
和
八
年
八
月
二
十
二
日
に
至
り
該
培

養
を
硝
子
管
と
共
に
試
験
管
よ
り
取
り
出
し
長
形
の
ビ
ー
カ
ー
に
移
せ
り
。

ビ
ー
カ
ー
じ
て
は
共
底
部
に
強
め
水
を
容
れ
た
る
も
の
及
稲
藁
煎
汁
・
M
L
-
容
れ
た 該

小萎赤骨量病菌の子裏殻形成と養分との閥係(ー)第 三 表

回
二
回

稲葉煎汁のE者養を昭和8~B月22日より 2週間接種;ifの散光の下に保ちたる結果

供試菌
弁水に移したるもの 稲葉煎汁に移したるもの

系統 集中薗総の形成 | 子酬の形成 空中献の形成 | 理般の形成

第7叩系 〈土〉白色赤なれども
殻を形成す 鍋

11筋。11 、特) 11 C+t) 11 IC側)11 ?i!.:1豊~白一〉

H邸".c+H) 11 仁村〉桜 " IC棚)!=.t-.!""p田 → 
1189511 IC件) 11 

f側、総めて議多長数時に〈柵J帯灰白赤色白全色ロ部乃至

"910，， IC+) " C+Jな子ZりE殺は未す熟|l1 C111t〉汚白色 ー) I 

本表に於けるC+)印の.'t子.殻叉!t~中歯車車形成の多少を示し(ー〉印It

共形成なぎを示す物とす。

備考



土

み
も
m
U

に
直
別
せ
り
。
斯
く

L
て
昭
和
凡
年
八
月
二
十
二
日
よ
り
二
週
間
培
養
後
子
嚢
殻
形
成
。
如
何
を
調
査
せ
る
結
果
・
ほ
第
一
一
一
衰
の
加
し
。

五
表
の
結
果
じ
よ
れ
ば
橡
め
蒸
稲
葉
切
片
培
養
基
に
赤
徴
病
菌
を
培
養
し
共
菌
締
が
培
養
基
画
を
被
ふ
に
至
り
た
る
種
之
を
下
底
に
井
水

を
充
せ
る
ヨ
ツ
プ
に
移
し
た
る
物
に
て
は
二
週
間
散
光
に
慣
れ
し
む
る
時
は
供
試
各
系
統
共
子
襲
殻
の
形
成
は
極
め
て
良
好
た
り
き
。
然
る

に
楢
藁
煎
汁
を
容
れ
た
る
ヨ
り
ず
に
保
ち
た
る
物
は
同
一
場
所
に
同
期
間
保
ち
た
る
物
に
て
も
子
嚢
穀
の
形
成
金
く
た
く
空
中
薗
斡
の
み
駆

し
て
、
子
嚢
殻
形
成
は
立
よ
り
も
遁
か
に
低
き
濃
度
に
て
刑
成
せ
ら
る

-
め
て
豊
富
に
形
成
せ
ら
れ
た
り
。
之
に
よ
り
て
見
れ
ば
菌
締
の
費
育
に
過
す
る
培
養
液
の
濃
度
は
子
襲
殻
形
成
に
は
高
き
に
失
す
る
も
の
に

る
も
の
た
り
。

宙
開
に
同
様
に
し
て
穿
芽
エ

a

キ
ス
溶
液
に
就
き
て
賓
験
h
q
反
覆
せ
り
。

硝
手
管
に
巻
き
付
け
た
る
潤
祇
に
劃
し
て
稲
煎
汁
の
代
hv
に
奏
芽
ヱ
キ

丸
山
静
液
C
コd
w
v
を
添
加
し
之
を
培
養
に
供
用
せ
り
。
昭
和
八
年
八
月
二

十
日
赤
他
憶
病
菌
を
植
付
九
月
一
日
之
を
硝
子
ピ
1
カ
に
移
し
接
種
室
。

散
光
凸
下
に
保
ち
二
週
削
及
五
週
間
後
い
子
嚢
殻
形
成
の
有
無
を
検
査

せ
hv
，
右
試
験
中
・
ピ
l
カ
の
底
部
の
水
分
の
蒸
輩
せ
る
際
に
は
趨
宜
締

充
し
描
紙
は
お
ば
淋
潤
に
保
ち
得
る
様
注
意
を
窓
b
ざ
り
き
。
共
結
果

政
干
衰
の
如
し
。

小~赤骨量病菌の子寮殻形

成と養分との閥係(ニ)

第四表

表芽エキス3%液のt音聾を昭和E年9]1日より接

種室の散光の下に保も2週間及5趨間後の結果

2週間後の結果 15遡間後の結果

五五[言語F*Tまま玄
件

土

件" 888" 

川
相柵+ ~ " 895" 

件

備考本表に於けるC+)印の重量は子嚢穀形成

の多少を示し、〈ー〉印は瓢成を示ず。

供試薗

系統

件

件

itt 

土，，910 " 

姿
類
赤
徹
病
菌
の
子
嚢
形
成
に
就
い
て

-
第
凶
衰
の
結
巣
に
よ
れ
ば
会
芽
ヱ
キ
ス
三
dm液
内
に
於

τも
五
週
間
の
長
期
間
v
h
E
り
て
骸
光
に
踊
れ
し
め
、
培
養
を
糟
槙
す
れ
ば
系
統

+ 

+ 
件

第790系

"860 " 

四
二
五



出
費
闘
訓
赤
徹
病
菌
の
子
嚢
形
成
に
就
い
て

四
二
六

， 

に
よ
り
て
は
成
熟
せ
る
子
嚢
殻
を
形
成
す
れ
ど
も
二
週
間
の
期
間
に
て
は
共
子
嚢
殻
の
形
成
殆
ん
ど
全
く
な
か
り
き
。
之
に
反
し
て
之
を
弁

水
中
に
保
つ
時
は
既
に
二
週
間
後
に
第
八
九
五
系
及
第
八
八
八
系
の
如
き
系
統
に
於
て
は
極
め
て
豊
富
な
る
子
襲
殻
の
形
成
乞
見
た
り
。

子
費
殻
の
形
成
梢
々
不
良
た
り
し
第
九
一

O
、
第
七
九
O
及
第
八
六

O
系
の
如
き
系
統
に
於
て
も
向
多
少
の
形
成
あ
り
。
第
五
週
間
後
に
は

何
れ
も
可
・
な
り
に
豊
富
な
る
子
襲
殻
の
形
成
あ
り
た
り
。
此
事
貨
は

U
E
E
C
Z
及し『。

E
Z
(冨山
wov
両
氏
が
本
菌
の
子
襲
殻
形
成
時
共
生

赤
地
甑
病
菌
の
純
粋
培
養
に
於
て
は
系
統
に
よ
り

τ各
種
の
悲
天
培
養
基
上
に
於
て
分
生

子
の
形
成
は
多
け
れ
ど
も
、
子
嚢
殻
の
形
成
は

育
の
末
期
に
行
は
る
由
を
報
告
せ
る
事
賓
と
符
合
す
。

之
を
要
す
る
に
本
賓
験
の
結
果
に
よ
れ
ば
赤
徹
病
菌
の
子
嚢
殻
形
成
に
趨
す
る
培
養
液
の
濃
度
は
菌
締
の
生
長
に
過
す
る
浪
度
よ
り
も
遁

か
に
稀
薄
友
る
を
可
と
す
る
事
明
ら
か
た
り
。
而
も
赤
徹
病
菌
は
最
初
梢
々
濃
厚
な
る
培
養
掩
中
に
生
育
し
て
菌
締
の
事
延
せ
る
後
共
培
養

液
の
浪
度
が
稀
薄
さ
る
h
場
合
、
或
は

d

久
し
き
に
豆
り
て
費
育
を
糟
槙
し
共
養
分
の
一
部
又
は
大
半
の
消
耗
さ
る
h

に
至
る
時
に
は
容
易
に

子
嚢
殻
形
式
を
見
る
も
の
た
り
。

回
、
換
策
定
子
聾
形
成
ま
の
関
係

赤
徹
病
菌
は
野
外
に
堆
積
せ
る
或
は
敷
麗
と
せ
る
稲
妻
梓
じ
寄
生
し
z

毎
溝
五

l
六
月
頃
よ
り
十
月
頃
ま
で
は
盛
ん
に
共
子
襲
裁
を
形
成
す

る
も
の
な
り
。
探
れ
ど
も
共
形
成
は
殆
ん
ど
堆
積
藁
の
表
面
近
く
の
み
に
限
ら
れ
堆
積
の
内
部
に
於
て
は
特
別
な
る
場
合
の
外
は
共
形
成
を

見
ざ
る
も
の
た
り
。

一
殺
に
極
め
て
不
良
托
し
て
殆
ん

E
之
を
見
る
事
を
縛
4
y
。
叉
試
験
管
内
の
蒸
稲
葉
培
養
基
に
培
養
し
た
る
憶
に
て
は
散
光
に
蝿
れ
し
む
る



も
共
形
成
良
好
た
ら
や
。

普
通
・
ほ
一
旦
試
験
管
内
に
て
培
養
し
菌
締
の
蔓
延
せ
る
蒸
稲
藁
培
養
を

ヨ
ツ
プ
又
は
ビ
ー
カ
ー
に
取
り
出
し
散
光
に
慣
れ
し
め
た
る
時
に
の
み
子

嚢
殻
の
形
成
あ
る
も
の
か
仏
り
。
回
国
軍
出
回
目

2
8ご
氏
も
本
菌
を
小
委
一
粒

に
培
養
し
一
旦
生
育
し
た
る
も
の
を
ペ
ト
リ
皿
に
取
り
出
し
減
策
を
充
分

じ
興
へ
沿
け
ば
子
轟
殻
を
形
成
す
と
記
せ
り
。

一
日
一
生
育
し
た
る
培
養
を

ヨ
ツ
プ
或
は
ペ
ト
リ
皿
に
取
り
出
す
事
は
培
養
に
換
気
を
よ
く
す
る
事
と

な
る
物
た
れ
ば
換
気
と
子
嚢
殻
形
成
と
に
就
き
変
胎
を
試
み
た
れ
り
。
昭
和

八
年
十
月
五
日
強
め
蒸
稲
葉
切
片
培
養
基
に
培
養
し
た
る
赤
徹
病
菌
を

ヨ
ツ
プ
に
取
り
出
し
一
方
は
日
本
紙
に
て
紙
蓋
を
な
し
ゴ
ム
パ
シ
ド
に
て

締
め
沿
き
一
方
は
硝
子
の
共
葺
と
た
し
同
-
場
所
に
保
ち
共
後
二
週
間
及

四
週
間
を
経
て
子
嚢
殻
形
成
の
有
無
を
調
査
せ
り
。
之
に
供
用
せ
る
菌
系

統
は
形
成
良
好
な
る
も
の
四
系
統
(
第
会
ュ
、
第
八
全
、
第
ち
八
及
第
八
七
五
系
}
、

不
良
た
る
も
の
一
系
統
(
第
金
同
系
て
其
中
聞
の
物
一
系
統
(
第
七
八
七
系
)
た

り
き
。
共
結
果
は
第
五
衰
の
如
し
。

上
衰
の
結
果
に
よ
れ
ば
赤
徹
病
菌
の
子
嚢
殻
の
形
成
は
換
気
の
影
響
を

車
寓
頚
赤
徹
病
菌
の
子
E
E
形
成
に
就
い
て

小萎赤骨量病菌の子表殻形成と換気との閥係

供試菌 子 婆殻形成の程度 | 子嚢殻成熟の程度

系統 2週!間日骨後子議 I 4週 間 後 2凋間後 I 4週間後
紙業 |紙益 Ifi育子議 1紙護 |繍子議|紙護 !日百子主主

第863系 唱伶 土 lII+ 土 ++ + tIt ++ 

"E82 " 00 土 lII+ 土 ++ + tIt ++ 
，，90BII 側 ー lII+ ー ++ 一 ffi 一
，，675 " tIt 一 +十+ ー ++ ー ffi 一， 

，，7&7 " + 一 ++ 一 ++ 一 tIt 一
，，854 " 一 一 + 一 一 一 ffi 一

第 五 表

四
二
七

本表に於ける子護軍E形成程度のC+)印の量生は形成の多少を示し(-i印It形

成なきを示す。叉成熟程度に於ける(+J却の敏は子褒殻形成の多少に鈎ら

す形成せられたる子嚢殻が成熟せるや否やを示す物なり。

備考



副
書
類
赤
徹
病
菌
の
子
語
形
成
に
就
い
て

四
こ
氏

受
え
る
事
多
大
広
じ
℃
、
日
本
紙
に
f
H
蓋
b
h
注
し
培
養
瓶
の
換
拭
b
E

よ
く
し
た
る
慮
に
で
は
、
瑚
成
不
良
た
る
系
統
の
場
合
は
例
外
と
し
て

来
清
成
良
好
ゑ
り
し
が
.
硝
子
葦
を
た
し
換
気
不
良
な
る
鹿
に
て
は
子
嚢
殻
の
形
成
な
か
り
き
。
特
に
掛
川
成
の
容
易
な
る
系
統
r
h

於
て
例
外

的
に
捌
く
僅
か
に
形
成
bz見
た
る
の
み
な
り
き
。
換
気
の
良
否
は
培
養
瓶
内
部
民
於
け
る
丞
無
の
供
給
如
何
と
渦
須
の
多
少
の
ニ
方
面
よ
り

帯
慮
す
べ
き
物
な
れ
H

と
も
恐
ら
て
笹
者
の
作
用
の
よ
前
明
大
な
る
べ
き
を
想
像
せ
ら
る
。
此
鄭
に
就
き
て
は
更
に
研
究
を
進
め
た
る
上
に

τ報

玉
、
光
線
亘
子
襲

形
成
£
の
聞
係

昌
国
ず
ペ

Law-
d

赤
徹
病
菌
子
轟
殻
の
野
外
に
於
け
る
稲
薬
科
の
堆
積
上
に
形
成
せ
ら
る
L
際
に
は
共
表
面
姪
く
の
み
に
形
成
さ
れ
内
部
に
形
成
念
賓
事
費

は
其
換
策
む
如
何
も
影
響
あ
る
べ
を
も
光
棋
に
岨
喝
さ
る
L
事
の
有
無
に
も
よ
る
も
の
の
如
し
。
叉
・
本
菌
の
埼
養
中
之
を
暗
き
定
温
得
叉
瓜
戸

楓
中
区
保
ち
た
る
時
は
子
嚢
穀
の
形
成
は
な
く
窓
際
に
お
定
数
光
に
曝
し
た
る
時
は
子
嚢
殻
の
形
成
を
見
る
も
の
友
り
。

一切阿川

ι
A
H
g】

「

V
掠
も
亦
散
光
院
曝
せ
ば
子
嚢
殻
の
形
成
あ
旦
由
時
一
射
日
光
に
て
は
形
成
た
し
と
報
告
せ
り
。
故
に
著
者
は
此
舶
に
就
き
少
し

J
A
賓
験
す
hv。
前
挫
の
方
法
に
て
強
め
築
稲
誰
切
片
一
時
養
基
に
培
養
し
た
る
赤
鋤
病
菌
生
コ
ッ
プ
に
移
し
之
じ
日
本
紙
に
て
査
を
た
じ
供
試

材
料
b
E
5
分

ι-
り
は
南
側
窓
様
の
散
光
広
曝

L
一
ー
は
干
グ
ジ
製
の
箱
に
容
れ
℃
同
一
…
場
所
に
保
ち
一
つ
は
直
射
日
光
に
曝
し
弘
が
き
た
り
。

・
本
質
験
に
は
子
襲
殻
の
形
成
良
鄭
な
る
系
統
刷
、
不
良
な
る
も
の
一
系
統
、
其
中
聞
の
物
一
系
統
計
六
系
統
の
菌
を
供
用
し
各
系
組
ハ
コ
ッ
プ

一
一
一
隅
宛
を
肘
ひ
た
り
ぺ
斯
く
し

τ昭
和

A
年
十
月
五
日
よ
り
二
週
間
後
め
子
嚢
殻
形
成
の
有
無
を
調
査
し
た
る
結
果
は
第
六
表
の
如
L
。

』
日
第
ホ
表
の
結
刷
郊
に
よ
れ
ば
赤
徽
病
菌
は
南
側
窓
際
の
散
光
の
下
に
保
ち
た
る
際
に
は
子
嚢
殻
の
形
成
特
に
不
良
な
る
一
一
糸
を
除
き
何
れ
の



小委赤錨病菌の子型建設形成と焚識の照射との蹴保

供試菌
子嚢般の形成 ヂ嚢般の成熟

系 統 2週間 後 1 4週間後 2週間後 I .:週間後
a相光 11投光 I~昔所い附光|敵:y6 11場所 直射光l散光 |暗所 a剣先|散発i皇預

第863系 + IH+ -・ + IH+ 土 件 ++ 一 件 +++ 一
，，882 " + 他+ 一 + 11* 土 ++ ++ ~ ++ +骨 一
"も108" + lIII 一 + lIIt 一 ー ++ 一 件 +++ 

" 67も" 一 榊 一 ー *+ ー 一 ++ 一 一 榊 -・

，，787 " 一 + ー 一 ++ ー 一 ++ 一 一 榊 ー

，，854 " ー 一 一 ー + ー 一 一 一 一 tft 一

第 六 表

車
胃
類
赤
盛
田
病
菌
の
子
園
揖
形
成
に
蹴
い
℃

備考本表に於ける子嚢般形成のC+)印の散は形成の多少を示し{ー〉聞は形戒なき

を示す。成熱のC+)印は形成されたる予.般に就き成熱の如何を示す物とす。

供
試
系
統
も
子
嚢
殻
を
形
成
せ
し
が
同
一
一
場
所
に
セ
ト

puv製
箱
内
に
暗
黒
に

保
ち
た
る
も
の
に
て
は
子
轟
殻
の
形
成
を
認
め
得
ざ
り
さ
。
叉
直
射
日
光
に
曝

し
た
る
も
の
に
て
は
形
成
特
に
良
好
な
万
系
統
に
て
僅
か
に
形
成
あ
り
た
る
外

形
成
た
か
り
き
。
右
の
結
果
は
赤
徹
病
菌
の
子
嚢
殻
形
成
に
は
誼
度
の
光
線
の

照
射
を
要
す
る
世
帯
を
一
不
せ
り
。

六、

季
節
章
子
高
層
形
成
主
の
閥
係

小
委
赤
徹
病
菌
の
子
襲
殻
形
成
は
供
試
菌
系
統
は
よ
り
著
し
き
義
国
費
め
る
の

み
た
ら
守
栄
養
、
光
線
、
換
誕
等
に
よ
り
て
影
響
を
受
〈
る
事
は
上
越
の
如
し
。

且
又
野
外
に
於
け
る
自
然
扶
態
に
℃
は
歯
晴
山
鯨
南
部
地
方
に
て
は
脊
季
四
、

五
月
頃
よ
り
子
聾
殻
の
形
成
の
始
ま
る
事
b
L
・
も
鞭
察
ぜ
る
る
。
さ
れ
ば
子
嚢
殻

形
成
と
季
節
と
の
側
係
に
就
き
昭
和
八
年
以
来
引
績
き
詳
細
に
質
験
せ
り
。

〈

一

v

質
験
の
方
法
、
並
に
供
試
菌
系
統

-
賓
験
の
方
法
と
し
て
は
赤
徹
病
菌
の
各
種
系
統
と
共
の
子
轟
殻
の
形
成
と
の

閥
係
に
て
記
せ
る
如
く
、
議
め
燕
拍
藁
切
片
の
培
養
基
に
培
養
せ
り
。
設
時
養

基
に
赤
徽
病
菌
を
培
養
生
育
せ
し
め
揖
氏
二
七
↑
三

O
度
に
て
二
週
間
を
経
温

四
二
九



富
町
薮
赤
徹
病
菌
闘
の
デ
裏
形
成
に
就
い
℃

四=一

O

す
れ
ば
菌
締
が
培
養
基
の
殆
ん
ど
全
面
を
被
ふ
に
至
る
。
と
の
時
期
に
菌
の
生
育
蔓
延
せ
る
稲
藁
片
を
試
験
管
よ
り
硝
子
コ
ッ
プ
に
取
り
出

L
接
櫨
室
内
の
或
は
賓
験
室
内
の
明
る
き
日
光
の
直
射
せ
ざ
る
虜
に
保
ち
た
り
。
此
培
養
を
明
所
に
保
ち
た
る
時
を
以
て
蝦
り
陀
質
験
開
始

の
期
日
と
し
普
通
此
れ
よ
り
二
週
間
及
四
週
間
後
に
英
子
嚢
穀
形
成
の
有
無
、
多
少
、
或
は
成
熟
の
程
度
を
調
夜
せ
り
。
而
し
て
右
賞
験
場

所
の
祭
温
は
貰
験
期
間
中
自
記
寒
暖
計
に
て
記
録
し
共
曲
線
よ
り
毎
二
時
間
毎
の
気
温
を
讃
み
取
り
之
が
平
均
を
以
て
日
平
均
気
温
と
し
貰

《一一
v

昭
和
八

i
九
年
度
の
賓
験

験
開
始
後
二
週
間
棋
は
凶
週
間
の
共
平
均
温
度
を
も
掲
げ
た
り
。

本
質
験
に
供
用
せ
る
系
統
は
前
に
記
せ
る
子
襲
殻
形
成
と
系
統
と
O
闘
係
試
験
の
結
呆
子
震
設
形
成
の
多
き
系
統
b
L

撰
び
比
較
刷
と
L
一
τ

形
成
少
な
き
一

l
ニ
の
系
統
を
附
加
し
て
賞
験
せ
り
。
共
系
統
の
呑
蹴
は
年
に
よ
り
て
同
じ
か
ら
ぎ
り
き
。

-
本
質
験
に
て
は
予
震
設
の
形
成
良
好
た
る
第
七
九
O
系
〈
昭
和
八
年
五
月
鹿
児
島
高
農
闇
場
に
て
内
藤
喬
氏
採
集
の
犬
萎
小
珍
子
の
被
害

穂
よ
り
分
権
)
、
第
八
八
八
系
ハ
昭
和
八
年
五
月
熊
本
願
立
農
事
試
験
場
に
て
水
庭
康
喜
氏
採
集
の
小
要
新
中
長
の
被
害
穂
よ
り
分
離
)
及

第
八
九
五
系
(
昭
和
八
年
六
月
大
分
脚
立
農
事
試
験
場
に
て
金
野
敬
三
氏
採
集
の
楳
姿
大
分
ネ
ヂ
の
被
害
穂
よ
り
分
離
)
の
一
コ
系
統
を
供
用

せ
り
。
昭
和
八
年
九
月
十
五
日
よ
り
第
一
回
の
賓
験
を
開
始
し
其
後
二
週
間
毎
に
賓
験
を
反
覆
し
翌
昭
和
九
年
九
月
九
日
の
賓
験
ま
で
糟
績

せ
り
。
結
果
の
調
査
は
各
賞
験
開
始
後
一
週
間
、
コ
一
週
間
及
五
週
間
毎
に
行
ひ
た
り
。
斯
く
し
て
得
た
る
結
果
は
第
七
表
の
却
し
。

上
記
貨
験
の
結
呆
に
よ
れ
ば
硝
子
室
に
保
ち
た
る
培
養
に
於
て
は
昭
和
八
年
十
二
月
八
日
以
後
に
貨
験
し
た
る
も
の
に
は
子
嚢
殻
の
形
成

U

た
か
り
き
。
斯
く
し
て
翌
泰
三
月
二
十
日
以
後
に
至
れ
ば
第
八
九
五
系
の
如
き
子
嚢
穀
の
形
成
良
野
た
る
系
統
に
て
は
共
形
成
あ
り
た
り
。

然
れ
さ
も
第
七
九

O
系
及
第
八
八

O
系
の
如
き
は
前
年
に
は
可
去
り
良
好
な
る
子
嚢
設
の
形
成
わ
り
し
が
・
多
季
中
に
共
形
成
能
カ
を
失
ひ
た



第七表 小委赤樹病菌白子褒殻形成と季節との闘係〈ー〉

昭和 8-9年度の 結 果

富
町
類
赤
徽
病
磁
の
子
豪
形
成
に
就
い
て

繍ヂ室内に震ける賞ii語東 賞厳宰丙に於ける賞蔭窓粟
一週間後 二三週借i後 五週間後|一週間後 ー週間後 五題間後

供試 系統貨の 系統 貨の
系 統 系 統 震の系統 l貨の 系統駿卒 験卒
七 八 八 七 八 九 八七 八 7¥期均 七。八入 期均

九八 九 問視 九八九 間t鈍九八九九九 自中度混 九 九 星九九
0八五:中度 o .7¥五 中度 0八五 O 'ii ‘O 五中度 。 五

昭年8.9Ji.15 B ++土土 25.1+++ +++ lIII 1 23.6 22.3 lIIIlIII 
9.29 fI特例lIII120.5側HlIII柵11119.9 柵11ft世+冊t柵lIIIl22.1!側柵 21.0 柵 i冊十
10.13 j冊十柵++++ 18.9 側t柵H冊十 17.6 側!lIII冊11 土+++ 19.0 ffi+++ 17.5 l1li+++ 
10.27 +特例柵 17.3 +++州制11 1&3 +++桝1I冊 土土 16.5 土土 1&1 ++ 
11.11 ++州+++ 16.6 州+++lIII 14.6 +特例柵 一一 16.6 +土 15.9 +土

11.25 +++++++ 13.2 l1li州lIII 10.0 側t+++ lIII 一一 14.6 ー ー 14.2 ーー

12.8 一一ー 7.8 土土+++ 7.2 +土+++ 一ー 1&0 土 土 13.6 土++

12.22 一一一 5.2 ー ーー 4.8 ー一一 一一 11.6 ー ー 9.1 ー土

9.1. 6 一一ー 55 土土土 4.2 土土土 一一 8.9!- - 8.6 一ー
1.20 3.5 +土土 5.9 +土土 一一 7.8 ーー 9.4 一ー

2.3 一一ー 7.4 一一一 6.7 士一土 一一 1{).4 一 一 10.2 土+

2.17 一一ー 6.5 一一ー 6.9 一一土 一一 9.9 ーー 10.1 一 一
3. 3 一一一 6.9 一一ー 8.5 一一一 一一 9.8 一++ 11.7 一柵11

3.20 一ー土 12.1 +ー+++ 11.7 +-lIII ++  14.9 ++++ 14.2 ++++ 
4.4 一一++ 14.0 一一+++ 14.8 一ー+++ 一++ 15.0 一+++ 15.E 一柵t
4.14 一一++ 15.J 一ー++ 18.6 一一州 -+t 14.4 一 桝 16.~ 一冊11

5.1 一一++ 加 .6一一++ 21.6 ー-+++ -lIII 17.7 +骨111 20.2 +側
5.9 ー一+++ 21.9 一一+++ 22.7 土土lIII ++++ 21.2 +lIII 21.7 ++柵
5.15 一ー++ ~2.9 一一例 22.7 一-lIII ffiillt 21.8 特ti!ll 22.4 !I世十冊十

5.24 ++ー+十+ 218 ++ー桝 22.5 ++-+++ ++掛 22.9 +++柵 22.9 +++j冊十
6.4 一一樹 23.8 一一例 23.7 一一掛 土十!II 23.0 -l1li ~2.8 -lIII 
6.12 一一+ 245 ーー++ 25.9 一一+++ -lIII 22.4 -j雌 24.4 -j柵
6.21 一一++ 23.6 一一+++ 27.4 一-i!II -+++ 24.4 -j柵 27.5 -j掛
6.却 一一一 28.2 一一++ 28.1 .一ー+++ 一+++ 28.8 ー柵11 28.4 一冊11

7.18 一一++ 29.0 一-lIII 29.4 ー一柵 -+++ 27.9 一州十 27.9 一柵t
7.25 一ー++ 28.3 一 -111十28.8 一-lIII 一 ftt 31.2 -lIII 298 -!1ft十
8.2 一ー++ 29.9 一-l1li 30.3 一一冊 一 ftt 28.7 - lIII128.4 一冊11
8.15 一一例 30.4 一-l1li 00.1 一-，lIII -111+ 27.6 - !I世 27. 11- 柵

8.29 一ー++ :G7.8 一ー+++ 27.2 ー一州 ー ftt 25.8 -j柵 25.0 一冊11
9.9 一-fI骨 27.6 ー-1I僻 27.2 一-!III!|土111+ 23.6 -lIII 23.4 -lIII 

四



る
も
の
の
如
く
翌
春
じ

由
実
顛
・
赤
園
練
病
磁
の
'
T
E
E
形
成
に
就
い
で

四一一一二

は
共
形
成
極
め
て
貧
弱

た
り
き
.

〈

一

ニ

)

? 

十
一
年
の
貸
験

子
嚢
の
形
成
多
を
系

統
な
お
第
八
六
三
系

(
昭
和
八
年
五
月
佐
賀

鯨
農
事
試
験
場
に
で
前

岡
洩
三
氏
探
集
の
楳
委

コ
ピ
シ
よ
り
分
離
の

酋
)
第
八
七
五
系
(
昭
和

八
年
五
月
大
分
農
幕
試

輪
場
に
て
金
野
敬
三
民

採
集
の
亦
萎
伊
賀
筑
後

の
被
害
相
よ
り
分
離
v

ィ、~赤徹病菌の子嚢鼓形成と季節との関係(二)

昭和10-11年度の賞駿子嚢殺形成開勉2遼間後

第八 表

正予
子事選殻形成 矛 E量殺成熟

宮量署平度雪入八九八七入 入八九八七入
六八 O 七九四 六八 0 七八五
三三八五七五 三ー八五 七 回

10410 ZH  昭和 ・5 ゆ tft tft $ + ー

" ".20 ++ ++ ++ +一一 ++ ++ ++ ++一一 18.4 

" 11.5 ++朴++ +一一 ++++++H 一一 14.8 

H ff.'lJJ ++ + H +一一 H +朴 H ーー 14.1 

曹 12.5 士 一ー一一一 ー一一一一ー 92 

" ".20 土一 一一一一 ーー・ ・圃圃. - ・ー・ ‘・ー ーー・ 11.8 

" 11. 1. 5 -ー・・ ・・・・・ ・・・・・・ ・・・圃M・ 圃"・・' ・・・・・ 5.5 

" H.20 一 ー 一一一ー - -幽・・・・ 噂.嗣・・・ ・・・・・ ・・・・・・ 5.4 

H 2.5 咽圃・圃・・ ・・・・・ ・・・・・・ ・田・・・・ ・・・・・・ -圃幽圃・ -回・・・ ・・・・・ a・・・・・ ・・・・・・ 司園田・・・ ・・・町・ .1.8 

骨 H.20 - -開・ ・M・・・・ ・圃'酬圃' ・- -・・・・ -・・・ ・・咽・ ・・・・ - - .圃幽薗 6.6 

" 3‘5 -・ー -司恒国岡陣 -恒国司司 - 一一一一一一 7.3 

" ".20 土ー土一一一 一一一一一 11.6 

" 
4.5 ++ ++ +一一一 ++ H 一一一一 14.2 

" " .'2JJ ++H+++ ー土 ++ t+ ++ ++ーー 15.6 

" 5.5 t+ ++ :f: ++ー一 件++ t+ ++一一 18.1 

" ".20 ++ t+ + ++一一 ++ t+ ++ ++一一 18.2 

" 6.5 州 tft ++ + + 一 一 件付t+ ++ーー 回.1

" ff.也 ffi i++ +榊一一 t+件付++一一 26.6 

H 7.5 
一一一 一



第
八
表
の
示
ナ
鹿
に
よ
れ
ば
昭
和
十

1
十
一
年
度
に
於
け
る
赤
徹
病
菌
の
子
麗
殻
形
成
と
季
節
と
の
闘
係
は
昭
和
八

l
九
年
度
に
於
け
る

第
八
八
二
系
ペ
同
じ
〈
金
野
氏
採
集
の
裸
萎
大
分
ネ
ヂ
の
穂
よ
り
分
鯵
て
第
九
O
八
系
〈
昭
和
八
年
六
月
鳥
取
に
て
上
林
積
氏
採
集
の
小
多

血
判
中
長
よ
り
分
権
)
手
薫
殻
形
成
不
良
た
る
第
七
八
七
泰
昭
和
八
年
五
月
鹿
児
島
に
で
内
藤
氏
採
集
の
大
菱
鎌
折
の
欄
よ
り
分
雌
可
第
八

五
四
系
〈
同
月
岡
山
鵬
吉
備
郡
に
て
採
集
の
小
萎
穂
よ
り
分
離
)
の
六
系
統
乞
使
用
し
賓
験
後
二
週
間
及
凶
週
間
を
経
過
し
て
共
子
轟
殻
形
成

の
多
少
及
子
聾
殻
成
熟
の
程
度
を
調
査
せ
り
。
共
結
果
は
第
八
衰
の
如
し
。

夫
と
犬
養
た
か
り
き
・

ペ四〉

昭
和
十
一

l
十
二
年
度
の
賓
験

昭
和
十
一

l
十
二
年
度

ι於
て
は
昭
和
十

l
十
一
年
に
供
用
せ
る
子
襲
殻
形
成
少
な
か
り
し
第
七
八
七
系
及
第
八
五
四
系
と
形
成
多
か
り

し
第
八
六
一
そ
第
八
七
五
、
第
八
八
ニ
及
第
九

O
ニ
系
の
他

ι共
形
成
多
き
系
統
第
日
二
六
六
及
第
一
二
六
七
の
ご
系
統
を
併
用
せ
hve
第

】
二
六
六
系
菌
は
昭
和
十
一
年
三
月
三
十
日
前
年
北
海
道
議
事
試
験
場
よ
り
櫨
病
小
委
粒
と
し
て
選
附
ぜ
ら
れ
し
粗
止
り
分
隊
の
薗
K
し
で

子
轟
設
及
分
生
胞
子
の
形
成
共
に
豊
富
訟
り
を
。
第
』
二
穴
七
系
菌
は
第
二
一
六
六
系
菌
を
小
参
穂
に
接
種
し
た
る
際
に
業
に
現
れ
た
る
荊

斑
よ
b
A
H障
し
た
る
培
養
た
り
。
共
結
果
は
第
九
1
4
0表
の
如
し
。

昭
和
十
一

l
十
二
年
度
の
結
果
は
第
九
表
及
第
一

O
表
に
示
す
が
如
〈
、
子
襲
殻
形
成
と
季
節
と
の
嗣
係
は
、
昭
和
十

i
十
4

年
度
の
賓

験
と
時
ぽ
一
致
す
れ
E
も
尚
ほ
多
少
の
差
異
あ
hv
た
り
。
多

4
の
系
統
に
於
て
は
十
}
月
豆

l
二
十
日
以
後
は
平
轟
殻
の
形
成
た
か
b
し
が

第
一
二
六
六
及
第
一
二
式
七
系
は
十
二
月
五
日
ま
で
其
形
成
あ
り
た
り
。
翠
事
骨
に
於
け
る
子
膏
殻
形
成
の
始
め
は
第
ゴ
一
六
六
系
薗
の
他
は

四
月
二
十
日
に
室
り
て
之
、
化
認
め
た
り
。
之
を
前
年
と
比
較
寸
る
に
共
形
成
約
ケ
ゲ
月
程
延
せ
り
.
長
れ
怒
ら
く
何
年
度
の
気
温
め
影
響
危

飽-一一口一

委
書
期
赤
-m舟
薗
の
子
高
四
形
成
に
畿
い
て



小~赤趨病菌の子嚢殻形成と季節との閥係〈三〉

昭和11-12年度予嚢殻形成試験開始2週間後

第九 表

姿
類
赤
徹
』
対
菌
の
子
獲
形
成
に
就
い
て

四
三
四

¥供試系統薗 子 量 量 殺形成程度 子.殻 E苦熱程度

一一 一一
' 七八八八八九二三 七 八 九 九九九二二

試験 八五六七八 O 六六 八五六主七八 O 六六
開始期日 七回=五一八六七 七四= 一八六七

昭11辛・8司.2D自 +ー++ ++ +榊榊 ++ー件付++++++++

g.2D + ++ + + ++ +榊榊

10.5 ー ー ++ ++ +掛榊 一一+++++朴 ++++

20 一ー+ー++ +州側 一一+1-ー++朴++++

11.5 一一+ー++ー桝桝 ー一件一件ー 朴 件 [

20 一一-一+ー tft +1- ー一一一++一++ 
12.5 ーーー一一ー+++ ーーー一一ー++ 

初 -・・ー ・ー.司 ・・・司 ・・・・ ・・・・・ ・・・・ ・-祖国・ -・・・圃・ ・・・・圃・ ・・・圃------

昭12.1.5 -・圃旬圃- - -匝圃聞・ ・・・・・・ ・・・・・・ ・・岡・圃・ ・・・・・・ -・・・・・ ・・・・・・ ・・・・・・ - _.圃・・・・ -司・ ・・・・・・

.1却 一一一一一ー一一 -・・・ー ・・・・・・ ・・・・・ ・圃園町. -圃・ ・・・・圃・ ・・・・・ -

2.5 一一ーーーー++ー 一ー一ー一一+ー

2.20 一一一一一一++ー ーーー一一一+ー

3.5 一 ー一ーー-tft ー +ーー一一ー+ー

3.20 一 ー一一一-tft ー 一ーーーーー+一

4.5 一 ー ー 一一一桝ー ー一一ーーー+ー

4.2D 一ーー++ー榊++ ー一一件付ー++.+

5-5 一一++ +ー械件 一一一+++-+++

20 +ー++ + + -lIIf +1- ーーー++1-一+++ 
6.5 + ー ++ ++ + -lIIf ++ ー一一++++--lIIf+l-

る
べ
し
と
思

考
せ
ち
る
。

第
二
ヱ
ハ
六

系
は
翌
春
に

於
て
二
月
五

日
よ
り
貰
験

せ
し
培
養
に

も
子
高
贋
殻
の

形
成
あ
り
た

り
。
是
れ
該

菌
は
北
海
道

産
の
小
菱
粒

よ
り
分
離
せ

し
菌
な
れ
ば

低
温
に
て
よ

〈
子
嚢
殻
を



小穿赤縦病菌の子種殻形成と季節との闘係(四〉

昭和11-12年度予嚢殻形成猷験開始4週間後

第一0表

¥供試系統菌 子婆殻形成程度 子嚢殻成熟程度

¥ 

賞開始験期日~
七八八 八 八 九 二 二 七八九八八九二二
八 五六七八 O 六六 7¥五六七五 人 O 六六
七四三五三八六七 七四三 一八六七

昭11草8月.20日 H 一件付榊 H tf+ tf+ H ー H H HH-HH

9.20 H ー HHtf+ H 州側 H ー H HHH材 料

10.5 件ー H H H H +持制 H ー HHHt+H 朴

10.20 H ー H+H++枠制 H ー HHー + H村

11.5 +一 ++ H ー+持榊 H一一 HH一件付

11.20 ーーー++ーtf+ H 一一 ー HH-HH

12.5 一 ー ーー+ーtf+ + 一ー 一一一一 HH

12.20 一 一一一ーー H + 一一ー一一一++ 
12.1.5 -・・・・ ・・・・・ -圃- - ・・・・・ -圃・・・ ・・・・・ ・・圃・・・ ・・掴圃・・ ・・回・・ー ・・・圃圃 ・・・・・・ - ・・・・・・ -

1.20 一一一ー一一 H ー 一一ー一一一+ー

2.5 一 ーー』ーー H 一 ー一一一一ー H ー

2.20 ー 一ーーー-1+ - 一一一一一一 H 一 |

3.5 一ー一一一一榊ー 一一一一ーー H ー

3.20 一一一ーーー州一 一 一一一一一 H ー

4.5 ー 一一+一-lHf - 一一一 H一一件ー

4.20 ー 一 ++ + - '"昔 H 一一 +HH一件付

5.5 + 一 ++ H +骨It H +ー + H Hー H 1+ 

5.20 +一++ H +州 H +ー + H H +件付

&5 +一++ H +他 H H ー H 仲村 +HH

6.20 +ー ++HH.fIIt H 1+ー HH件付 HH

7. 5 +ーt++HHHIHf H ー HHH+rHH

褒
額
赤
徹
病
菌
の
子
高
聾
形
成
に
就
い
て

四
一
二
五

形
成
す
る
の

特
性
を
有
せ

し
震
な
る
べ

し〈五〉

昭
和

十
二

L
十

三
年
度
の

結
果

本
年
度
に

於
て
は
前
年

度
の
賓
験
に

於
て
子
轟
殻

の
形
成
良
好

た
り
し
第
一

二
六
六
系
及

第
}
二
六
七



瑚
現
絡
網
赤
徽
障
問
菌
の
子
麓
形
成
に
脇
い
て

小委赤繊病菌の子轟殻の形成と季節との関係〈五〉第一一表

昭和12-13年度の結果

司 遁 民一豆二二
形成程度川茂熟程度 |
ー一一一一円巳苧一| 期卒

|二孟孟 l閥均

芙芙|芙芙 |史翠
六七| 七 I VJ ~ 

28.0 H ++ H 

お.9H 件件

22.0 H H H 

19.0 H H H 

+
川
情

平
均
滅
度

一
後
一
期
間
中
の

吉一一軍一一頭

形成程度 |成熱程度

六六 |六六
六七|六七

試験開始
期日

H 27.9 ++ ++ ++ ++ 鴫1td f 
28.0 H ++ + 8.20 

自.1H 件H +tf 9.5 

H 20.8 H H H H 9.20 

16.5 H H H H 16.7 H ++ H ++ 10.5 

15.2 H 件++ H 16.7 件H + H 10.2D 

10.6 H H + + 13.0 ++ + 11.5 

7.4 7.8 11却

4.8 57 12.5 

2.7 3.8 12.20 

3.0 2.6 13.1.6 

3.6 3.4 

ー

1.20 

4.6 3.1 Z.5 

6.5 6.3 2.20 

8.9 6.6 3.5 

11.3 H + 11.3 +T + 3.19 

13.3 H H H + 11.4 H + 4.5 

四一一
一六

14.7 H H H H 15.4 件H + + 4.20 

. 15.0 H H ++ H 14.0 H H H ++ 15.5 

17.1 H 件件H .16.4 ++ ++ H ++ 5.20 

19.8 H H 件++ 18.2 H ++ H ++ 6. 5 

22.5 

23.8・

++ ++ 件

++ 
++ 21.6 ++ ++ ++ ++ 6.20 

++ 件++ 泊.7++ H H ++ 7.5 



系
白
雨
系
菌
に
就
き
て
の
み
貸
馳
せ
り
。
其
方
法
等
凡
で
前
年
度
以
前
の
夫
と
同
様
な
り
。
其
結
果
は
第
一
一
表
の
如
し
骨

第
一
一
表
に
掲
げ
た
る
嵐
に
よ
れ
ば
、
供
試
雨
系
統
共
昭
和
十
二
年
十
}
月
五
日
以
後
に
賓
験
工
た
る
物
に
て
は
子
憲
一
設
の
形
成
た
く
又

翌
春
三
月
十
五
日
以
後
の
培
養
に
於
て
再
び
平
金
額
の
形
成
あ
り
た
り
。

上
記
昭
和
八
年
よ
り

昭
和
十
一
二
年
に
至
る
五

島
7

年
間
に
亘
る
子
種
殻

潮
崎
明
と
季
節
&
の
闘
係

に
就
き
て
の
貰
験
結
果

止
り
簡
単
に
増
益
二
週

間
後
の
み
《
昭
和
入
。1
.

九
年
の
み
一
週
間
後
}

の
子
寮
殻
静
成
期
間
と

非
嫡
成
期
間
と
を
表
記

す
れ
は
第
一
ニ
表
の
如

し
.
第
一
一
一
表
に
於
て

ハ六
V

結

第
一
二
表

赤
徽
病
菌
の
子
舞
殻
形
成
期
聞
に
闘
す
る
賓
験
結
果
の
摘
要

闘
員
験
年
度
に
於
け
る
予
議
殻
形
成
の
最
も
良
好
な
り
し
系
統
の
子
襲
殻
形
成
期
間

賞
陪
膿
年
度

司[γ
殻

形

成

子

嚢

の

月

日

四 1・

菌

系

統

用}

一一一周

用

刃

月

昭
八
!
九
年
門
職
巴

品
豆
)
ハ
八

同

(貨〉

昭一

O
l
一
}
年

主
(
)
)

n 
M_  

昭
一
一

l
二
一
年

一
且
)
(
ユ
(
)

ニ
(
)
)
(
豆

同

八
入
二
系
一
'
E
E
E
E
E
E
一ε

一
二
六
六
系

一1
1
1)。一。

同
二
一
1
ご一
一年

備
考

本
表
に
於
け
ろ
子
副
理
殻
形
成
の
刃
日
の
醐
慨
に
於
け
る
数
字
は
共
用
の
日
を
一
訴
す
物
に
し
て
賀
線
は
形
成
期
聞
を
貼

鮎
は
不
形
成
期
間
聖
水
す
動
な
り
。
例
ハ
ば
最
初
の
行
の
n
E
E二
五
×
入
j
i
l
l
-
‘一一一ν
(
ニO
E
-
-
uは
十
一
周

二
十
五
日
ぎ
を
子
援
削
減
を
形
成
し
十
二
局
九
日
よ
り
一一
一
月
一
一
一
日
ま
で
は
形
成
危
ぐ
一
計
局
二
十
自
主
り

mmあ
り
し

を
示
す
駒
な
り
。

窟
置
類
赤
徹
病
菌
の
子
園
畢
形
成
に
就
い
て

周一一一七



車
型
類
赤
徹
病
菌
の
子
嚢
形
成
に
就
い
て

は
簡
単
を
期
す
る
矯
め
多
く
の
供
試

菌
系
統
の
中
に
て
子
翼
殻
形
成
の
良

好
た
り
し
一
又
は
二
系
統
の
み
を
掲

ぐ
ゐ
事
と
た
せ
・
9
。

第
一
二
表
の
示
す
底
に
よ
れ
ば
共

子
費
・
殻
形
成
は
年
に
よ
り
て
異
な
れ

ど
も
首
岡
山
牒
南
部
地
方
に
て
は
秋

季
十
一
月
頃
ま
で
は
子
高
野
殻
の
形
成

あ
り
、
共
後
詩
形
成
は
中
止
せ
ら
れ

翌
春
三
月
中
旬
頃
よ
り
再
び
其
形
成

あ
る
も
の
の
如
し
。

七
、
温
度
と
手
畠
暑
の

形
成
主
の
関
係

赤
徹
病
菌
の
子
糞
殻
の
形
成
と
温

度
と
の
閥
係
に
就
き
で
は
切
回

Z
2
2

四
三
八

小~赤徽病菌の子.殻形成と温度との関係

系香 統焼
秋季最終形成温度

資験年度
日平均|最高 |最低 日平均|最最 |高低卒均極度. 

昭和10-11年 氏)3 118 18.4 4.1 11.6 228 5.6 

" 8白 Iq.1 25.6 8.1 14.2 21.7 9.8 14.15 

" 908 14.1 25.6 8.1 11.6 22.8 5.6 12.85 

" 857 14.1 お.6 8.1 15.6 23.8 10.5 14.85 I 

昭和11-12年 邸3 14.9 26.3 8.5 21.4 32.2 11.6 18.15 

" 882 12.3 23-1 6.3 18.7 却.3 13.5 15.50 

" 900 17.8 29.2 11.2 18.7 264 14.6 泊.25

" 875 21.6 31.3 15.3 18.5 28.3 13.5 20.05 

' 787 23.6 お.9 18.8 20.4 26.4 14.6 22.∞ 
" 12邸 12.1 22.4 63 9.6 20.6 5.9 10.85 

" 1267 12.1 22.4 6.3 18.7 283 13.5 15.40 

昭和12-13年 12fヨB 13.0 18.8 12.4 11.1 15.4 9.3 12.05 

" 1267 16.7 22.9 15.9 11.4 16.6 9.7 14.05 

卒 均 ~け∞同巾田川 | 日~ 15.37 

第一三表

本表に於けるB2Ji均は毎日 2時間俸の温度を平均したる物を以てし、質駿

期間中2週間に於ける其卒均を示す、最高及最低も賞駿中2週間の各日の

最高及震低を卒均せり。

{I考



2
沼
田
)
氏
は
共
子
嚢
殻
形
成
期
間
の
温
度
の
間
測
結
果
よ
り
、
共
子
高
贋
殻
形
成
に
は
日
中
に
は
二
五

i
三
O
度
の
温
度
を
要
し
少
く
と
も

日
中
の
温
度
が
二
一
!
こ
二
度
以
下
左
ら
ざ
る
必
要
あ
り
と
報
告
せ
り
。

本
著
者
が
昭
和
八
年
以
来
五
ヶ
年
に
豆
り
て
約
二
週
間
の
間
隔
を
以
て
子
獲
穀
の
形
成
と
撃
節
と
の
閥
係
を
調
査
せ
る
慮
よ
り
秋
季
子
彊

第
一
三
衰
の
結
果
に
よ
れ
ば
子
嚢
殻
形
成
の
農
低
平
均
温
度
は
春
秋
雨
季
共
殆
ん
ど
差
異
色
仏
〈
秋
季
に
於
て

一
五
・二
五
度
春
季
に
於
て

殻
形
成
の
長
絡
の
場
合
と
翌
春
子
高
四
殻
形
成
最
初
の
場
合
に
つ
き
其
貰
験
期
間
中
の
平
均
温
度
そ
第
七

l
一
一
表
よ
り
摘
記
す
れ
ば
第
二
ニ

表
の
如
し
。
尚
同
表
に
は
同
質
験
期
間
の
最
高
及
最
低
温
度
を
も
附
加
せ
り
。

一
五
・
五

O
度
に
し
て
雨
者
の
平
均
に
於
て
一
五
・
コ
一
七
度
を
示
ぜ
り
。
故
に
培
養
二
週
間
の
日
平
均
気
温
一
六
度
以
上
左
る
時
は
子
麓
殻
を

形
成
す
る
に
足
る
も
の
と
見
て
可
な
る
ペ
し
。

尚
子
麗
殻
形
成
最
終
及
最
初
の
期
聞
に
於
け
る
各
自
最
高
温
度
の
各
平
均
は
二
五
・

0
0度
〈
秋
)
及
二
四
二
二
度
(
春
〉
最
低
温
度
は
九
・

九
五
度
《
秋
)
及
一

0
・
五
九
度
(
春
v

な
り
き
。

八
、
手
事
殻
形
成
時
期
並
に
子
覇
胞
子
飛
散
に
闘
す
志
野
外
観
察

圃
場
に
堆
積
せ
る
稲
妻
梓
に
は
赤
徹
病
菌
の
子
麓
穀
の
多
般
形
成
さ
れ
居
る
事
は
普
通
に
翻
・
崇
せ
ら
る
L
慮
な
り
。
斯
-M
る
稲
梓
又
は

菱
稗
の
堆
積
上
に
形
成
の
子
嚢
設
中
の
子
膏
胞
子
は
小
委
又
は
大
安
穂
の
赤
徹
病
一
・
究
費
生
の
源
と
な
る
べ
き
事
は
想
像
に
難
か
ら
ざ
る
島

な
り
。
さ
れ
ば
斯
か
る
野
外
に
於
け
る
子
震
設
の
形
成
子
種
胞
子
の
成
熟
並
に
共
飛
散
に
就
き
て
少
し
く
賓
験
せ
り
。
営
大
原
農
業
研
究
所

圃
場
内
に
橡
ね
て
前
年
よ
り
堆
積
せ
る
柄
藁
に
就
き
昭
和
九
年
三
月
十
五
日
よ
り
時
一
週
間
の
間
隔
を
以
て
赤
徹
病
菌
の
子
嚢
殻
形
成
並
に

窟
置
類
赤
徹
病
菌
の
子
園
理
形
成
に
就
い
て

四
コ
一
九



積
額
赤
敏
病
菌
の
手
獲
形
成
に
就
い
で

四
回
。

共
成
熱
の
時
期
に
就
き
野
外
翻
・
摂
b
E

行
ひ
た
り
。
共
精
巣
は
戎
の
如
し
。

観

察

期
・
日

昭
和
九
年
三
月
十
五
日

同

ヨ
月
二
十
一
由
一
日

同

四
月

同

四
月

ゴL

同

四
月
十
五
日

同

四
月
二
十
}
日

同

四
月
二
十
八
日

同

五
月

七

同

一
九
月
十
丑
日

同

五
月
二
十
四
日

. 
ー，

記

事

堆
積
稲
藁
の
表
面
に
は
菌
締
の
費
育
を
認
む
。
然
れ
H

と
も
子
膏
設
の
形
成
た
し
。

同

右

日

同

右

日

稲
葉
の
表
面
に
は
白
色
の
菌
締
の
費
育
あ
れ
ど
も
子
旗
殻
の
形
成
な
し
。

同

右

幼
子
贋
殻
な
り
と
認
め
得
ベ
き
徴
少
な
る
黒
臨
玄
稲
葉
上
に
認
む
。

極
め
℃
少
数
な
が
ら
子
膏
殻
の
形
成
あ
り
。
然
れ
ど
も
内
部
は
白
色
に
し
て
子
麓
佐
認
め
や
。

日

多
数
の
子
震
設
の
形
成
を
認
む
。
然
れ
ど
も
成
熟
せ
る
子
震
胞
子
b
h
有
せ
る
子
嚢
殻
は
共
敏
極
め
て
稀
な

り多
般
の
子
麓
殻
の
形
成
あ
り
。
共
過
半
数
に
は
成
熟
せ
る
子
種
胞
子
宝
認
む
。
子
高
慢
胞
子
の
飛
散
の
初
期

な
り
。
圃
州
切
に
於
け
る
自
問
田
小
海
等
多
く
の
小
薬
品
種
は
殆
ど
出
穂
せ
し
が
求
だ
開
花
に
至
也
事
@

子
事
殻
は
殆
ど
全
部
成
熟
し
何
れ
も
盛
ん
に
子
麓
胞
子
を
飛
散
せ
り
。
附
近
圃
場
の
小
委
は
開
花
せ
る
も

の
多
〈
既
に
落
花
せ
る
も
の
も
多
数
あ
り
。
穂
に
よ
り
て
は
既
に
費
病
し
僅
か
に
赤
色
の
子
賓
慨
を
認
む

る
も
の
あ
り
・



同

六

月

十

毘

日

宥

子
嚢
設
の
え
牛
に
は
共
内
容
は
飛
散
し
去
り
内
部
に
子
聾
胞
子
を
有
せ
る
も
の
は
極
め
て
少
数
た
り
。

附
近
の
萎
圃
に
℃
は
葬
の
刈
取
枚
稽
中
の
ー
も
の
多

L
。

同

六
月

四

日

同子

嚢

胞

子
b
L
残
存
せ
る
子
嚢
殻
の
散
は
比
較
的
少
な
く
多
く
は
子
嚢
胞
子
の
飛
散
し
去
り
た
る
も
の
な

同

六
月
二
十
六
日

り
。
附
近
の
奏
聞
に
て
は
小
婆
の
刈
取
を
棒
了
せ
り
。

-
之
は
よ
り
で
見
る
広
子
嚢
殻
の
形
成
成
熟
は
昭
和
九
年
は
四
月
末
よ
り
五
月
初
旬
に
か
け
て
初
ま
り
此
時
期
は
恰
か
も
小
葬
舗
の
出
穂
し

開
花
寸
あ
時
期
民
営
れ
り
。
而
し
で
共
後
子
嚢
殻
の
新
生
は
絶
え
・
予
糟
槙
さ
る
A
-も
の
左
れ

M
W
も
六
月
末
に
至
れ
ば
最
初
に
形
成
さ
れ
し
子
薫
殻
の
大
宇
は
其
内
容
を
飛
散
せ
し
め
宰
戚

と
な
る
'
も
の
の
如
し
。
帽
し

τ此
時
季
は
豪
相
・
の
刈
取
の
時
期
に
相
官
す
@
期
く
し
℃
赤
徽

病
菌
の
子
麗
胞
子
の
成
熟
飛
散
は
小
裂
の
出
穂
開
花
の
挙
手
初
ま
り
其
後
小
委
の
刈
取
後
も

永
く
湖
親
さ
る
h
も
の
な
り
・
此
結
果
を
前
記
子
高
野
殻
の
形
成
並
に
成
熟
に
闘
す
る
賓
験
結

果
&
比
践
す
る
に
金
〈
符
合
す
る
ぞ
見
る
。

克
巳
弗
子
麗
胞
子
飛
散
の
般
況
を
知
ら
ん
と
し
て
子
轟
殻
を
多
数
に
形
成
せ
る
柄
藁
の
堆

積
の
附
近
に
で
之
£
り
約
三

O
輝
bz
隔

τた
ぬ
蕗
に
・
『
ワ
セ
リ
シ
』
を
塗
布
せ
る
戟
物
硝
子

を
控
置
し
飛
散
す
る
赤
徽
病
菌
の
子
高
胞
子
を
捕
捉
し
其
散
を
知
ち
ん
と
せ
り
。
首
日
は
晴

天
に
し
て
徴
風
あ
り
た
り
。

一
八
時
間
を
経
過
し
て
後
共
載
物
硝
子
一
五
平
方
縄
に
捕
捉
さ

れ
た
る
胞
子
の
種
類
及
数
量
注
調
茶
せ
し
結
果
は
第
一
四
表
の
如
し
。

富
町
類
赤
鍬
病
菌
の
子
高
田
形
成
に
就
い
て

小宴赤嶺病菌子嚢胞子の飛散散

に闘する貰験結果

第一図表

lJ 
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車
買
額
赤
徹
病
菌
の
子
園
揖
形
成
に
就
い
て

四
回

之
は
よ
り
て
見
れ
ば
子
葉
殻
の
形
成
さ
れ
た
る
場
所
近
く
に
は
子
嚢
胞
子
の
飛
散
は
可
た
り
に
多
き
も
の
怠
る
事
明
ら
か
な
り
。

丸
、
摘

要

{
二
本
報
告
は
奏
類
の
赤
縦
病
菌

s
g
qミ
ahwashま
怠
(
去
。

2
・vω
↑
a・
の
子
高
周
殻
形
成
と
環
境
特
に
季
節
と
の
聞
係
に
就
き
て
の

研
究
の
結
果
た
り
。

(
二
)
赤
縦
病
菌
は
其
系
統
に
よ
り
て
共
子
事
殻
形
成
の
有
無
又
は
量
に
著
甚
な
る
差
あ
り
て
極
め
て
豊
富
に
子
彊
強
を
形
成
す
る
系
統
と

共
に
形
成
皆
無
の
も
の
も
あ
り
た
り
。

(
一
三
本
薗
陪
系
統
に
よ
り
て
其
純
粋
培
養
を
久
し
く
横
行
す
る
聞
に
共
子
嚢
殻
形
成
力
を
著
し
く
衰
退
す
る
も
の
も
あ
り
き
。

(
四
)
本
菌
の
子
建
設
形
成
は
祭
養
と
閥
係
め
り
て
菌
綿
の
生
長
に
遁
す
る
養
液
の
浪
度
よ
り
も
遥
か
に
稀
薄
な
る
液
に
て
共
形
成
良
好
な

り
を
。(

五
)
・
本
菌
の
子
高
慢
殻
形
成
は
換
気
の
良
好
な
る
庖
に
多
し
。
コ
ッ
プ
内
の
燕
稲
葉
切
片
に
培
養
せ
る
も
の
に
て
は
紙
蓋
を
た
せ
る
も
の
に

は
其
形
成
良
好
な
れ
ど
も
硝
子
査
に
て
は
形
成
極
め
て
不
良
た
り
を
。

(
六
)
本
菌
の
子
膚
殻
は
暗
所
に
て
は
共
形
成
を
見
守
、
散
光
の
下
に
て
は
共
形
成
良
好
た
り
。
然
れ
ど
も
直
射
日
光
に
曝
す
時
は
共
形
成

不
良
な
り
き
。

{
七
)
野
外
に
於
け
る
親
察
並
に
質
験
室
に
於
け
る
数
ヶ
年
に
亙
る
官
.
験
結
果
に
衝
す
る
に
岡
山
牒
南
部
地
方
に
於
て
は
本
菌
は
十
一
月
頃

よ
り
共
子
嚢
般
形
成
を
休
止
し
翌
春
三
月
中
旬
よ
り
再
び
共
形
成
を
開
始
す
る
も
の
左
h
v
。
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